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読書会 『涙香迷宮』

日 時 7 月 11 日（土）10：30〜12：00

場 所 相生市立図書館 3 階 視聴覚室

定 員 20 名（申込不要・先着順）

課題図書 『涙香迷宮』 竹本 健治∥著 講談社文庫他

※課題図書を読んでからご参加ください。見学だけの方も大歓迎です。

パネルシアター
パネルシアターとは、特殊な起毛布を貼ったボードの上で、絵人形を貼ったり外したりしながら展開する

日本発祥の表現あそびです。

●日 時 6月 14 日（日）11：00〜11：30

●場 所 相生市立図書館 3階 視聴覚室

●内 容 「は・は・は 楽しいはのはなし」

●対 象 どなたでも

●定 員 先着 50 名程度

※申込は不要です。直接会場にお越しください。

※「こどもげきじょうスタンプカード」対象イベント。

スタンプを集めてプレゼントをもらおう！初めての方は会場で配付しています。

竹本健治氏は
相生市出身のミステリ
作家で、本格ミステリ
大賞など受賞歴多数。
8月に同氏の展示会を
相生市立図書館にて

開催予定！！



☆貸出できる冊数はお一人 10 冊、貸出期間は 2 週間です。返却期限をお守りください。

☆貸出の翌日から、ホームページ・電話で貸出期間の延長を受け付けています。

おはなし会

場 所 相生市立図書館 3 階 えほんのへや他

定 員 30 名程度（申込不要・先着順）

教科書展示
教科書の適正な採択に資するため、毎年教科書展示を行っています。

一般の方も自由に閲覧できますので、ぜひご覧ください。

日 時 ： 6 月 24 日（水）～ 7 月 10 日（金）

9：00〜17：00

場 所 ： 相生市立図書館 2 階 201 会議室

映像化作品

5 月 1 日 劇場公開「サンキュー、チャック」

『チャックの数奇な人生』
スティーヴン キング∥著 文藝春秋 F-ｲ

世界に静かに終末が迫るなか、
町のあちこちに出現する「あ
りがとう、チャック！」と書
かれた看板広告。それは何を
意味するのか？ チャックと
は何者なのか？

5 月 1日 劇場公開「未来」

『未来』 湊 かなえ∥著 双葉社 F-ﾐ

ある日、突然届いた 1通の
手紙。送り主は未来の自分
だという。父親を亡くした
ばかりの章子は、救いを求
めるように返事を書き始め
るのだが…。家にも学校に
も居場所のない子どもたち
に待つ未来とは！？

映像化作品

日 時 6 月7 日（日）11：00〜11：30

内 容 おはなし「小石投げの名人 タオ・カム」ほか

絵本 『わたしとあそんで』ほか

日 時 7 月5日（日）11：00〜11：30

内 容 おはなし「せかいいちのおんどり」ほか

絵本 『ちいさなヒッポ』ほか

「こどもげきじょうスタンプカード」

対象イベント。スタンプを集めてプレ

ゼントをもらおう！初めての方は会場

で配付しています。



今月の特集展示
～読書に夢中になれる時間を図書館で。あなたにピッタリな本がきっと見つかる～

一 般 室

【季節】いよいよ雨の季節 雨の日を楽しむ

雨の季節も快適に過ごせるような本を集めました。

【郷土】海

大いなる自然、その恵みと危険

【暮らし】「サッカーワールドカップ 2026 6/11 開幕」

日本代表“サムライブルー”にちなんで

どこかが“ブルー（青）”な本集めました。

【文学】新田次郎文学賞と松本清張賞

4 月に発表された 2 つの文学賞の受賞作品を集めました。

【ベストセラー本】2026 年 4 月期 月間ベストセラー

文芸書、ノンフィクション・教養書、ビジネス書、実用書、新書など

のジャンル別に 2026 年 4 月期のベストセラーを集めました。

【新聞で紹介された本】5 月に紹介された本

当館で購読している新聞の書評欄で紹介された本を集めました。

【YA コーナー】「自分」も「ココロ」も大切にする

中高生に今こそ手にとってほしい本を集めました。

児 童 室

【作家】絵本作家デビュー 50 周年 田島征彦さん

田島征彦さんの人気の本を集めました。

【フリーテーマ】探偵大集合

古今東西の探偵が活躍する本を集めました。

【としょかんゆうびんのほん】春号で紹介した本

としょかんゆうびん春号で紹介した本を集めました。



5月 25日(月)から 6月 1日(月)まで、蔵書点検を行いました。蔵書点検とは、図書館の本が正しく
所蔵されているか、置かれている場所は合っているかを点検をすることです。
12万冊の本を1冊 1冊スキャンし、データと照らし合わせることで、行方不明の本や、違う場所に置
かれている本を発見することができます。
中には、行方不明だと思われていた本が思っ
てもいないところから発見されることもあり
ますので、1年に 1度は必ず必要な作業です。
みなさまには大変ご迷惑をおかけしましたが、
ご理解とご協力をいただき、今年も無事作業
を終えることができました。残念なことに、
行方不明の本が毎年数冊ですがあります。
貸出をせずに持ち帰られたと考えられますの
で、貸出・返却の際には冊数や書名を今一度
ご確認いただきますよう、お願いいたします。

かつて古代から中世の日本には、荘園と呼ば
れる土地制度が存在していました。荘園とは、
貴族・豪族・寺院など当時の権力者が保有して
いた大規模な農園を指します。荘園には、①権
力者の財源、②荘園を構成する土地一帯に生き
る自然・人による複合的空間という、ふたつの
顔があり、時代ごとに異なった構造や機能を有
していました。
相生市には「矢野荘」と呼ばれる巨大な荘園

空間が中世に実在していました。『相生市史』
にもその歴史がまとめられており、相生市を代
表する歴史的資料として、広くその存在が知ら
れています。
荘園がどのようにして誕生し、広まっていっ

たのか、日本各地に存在した荘園でどのような
歴史の変遷があったのかを知ることができる資
料です。

【資料で知る相生】
『中世荘園空間と在地社会』

赤松 秀亮∥著
三光汽船株式会社 S309.6

図書館のおしごと


